















































（婚禁止など、伝統社会の結婚観が支配的であった時代に、 「新女性」たちは従来の価値観と正面からぶつかったのである。こうした状況下で一九二〇年代 韓国では空前の 「恋愛」 ブームが巻き起こっ の ある。
本稿では、前述した「恋愛」の歴史的な変遷を踏まえ、日
















































はＭ子のみならず、Ａの異常さをも描いている。 「あの女が誰にも独占されるのでなければ、俺れも別に独占する気はない」 （四七一頁）と、Ｍ子に出会ってすぐ異常なまでの執着心に駆られるＡは、Ｍ子と同様 本能のままに生きる人物として描かれてい 。有島自身も恋愛と結婚が親の反対によって挫折し、厳格なキリスト教的倫理 中で を押さえて生きてきた人生であったことを考えると、 「石 ひし れ 雑草」に描かれている「Ｍ子」 「Ａ」 異常 行動は、有島自身の内面世界を表 ていたものではないか 思われるが、この作品に深く共鳴し、その影響を強く受けていたのがほかならぬ韓国からの留学生たちであった。
その二、 「除夜」とそのあらすじ一九一〇年代から二〇年代にかけて日本に留学していた学























た廉想渉の「除夜」は 渇望する新女性たちが、現実の壁にぶつかって挫折する様子を描いて文壇の注目 集めた作品である。廉想渉は、置手紙という形式 借りて、女性にのみ貞操を求める現実を告発するこ によって、当時批判の対象となっていた新女性の生き方に理解を示したが この作品には留学時代に愛読していた有島武郎 「石 ひれた雑草」が深い影響を及ぼしている。まず あらすじから
見て行く。
六年間の日本留学を終えて帰国したばかりの崔貞仁は、母
校で教鞭を取る一方、講演会で女性問題について講演するなど、忙しい日々を送っていた。そんな彼女に結婚の話が持ち上がった。貞仁に結婚を申し込んだのは東京高等商業学校出身の堅実なＡ（安氏）であ 。一度結婚に失敗したＡ は貞仁を後妻にしたい事情があった。それは彼女 若干の名声と知識があったことと 妾の子であること、ま 二十五歳という初婚には難しい年齢であるということだった。Ａは彼女に結婚を申し込んだのだが、彼女は愛なき因習的な結婚に 懐疑的であった。貞 は、ＸＸ女学校を卒業した十八歳のときにはもう処女ではなかった。 彼女は一人 男性とだけでなく、さまざまな男性との恋愛を謳歌 たい自由恋愛論者であったが、留学生活はまさしくそれ 果 すことができた。そこで彼女はＰという男性に出会 またＥという男性に出会ったのは帰国後それほど日が経ってい い頃だっ 。貞仁を中心にした女子講演会があった日、彼女はＰから を紹介された。貞仁はＥを見た瞬間心が魅かれた。彼女はＰが日本 戻るや否やＥを誘惑し始めた。それからまもなく彼女 Ｅと関
（係を結んだ。しかし、貞仁はそれに満足せず、Ｅを離婚させようとした。Ｅが自分と結婚してドイツ留学に連れて行くことを狙 ようになった。その間もＡとの結婚話は父親を中心に着実に進められていった。その後貞仁は教師を辞め、結婚を延期してほしいと両親に頼んだが、父親の猛反対に遭い、家出をしてしま 。釜山に逃げた彼女は、すぐＥに電報を打ち Ｅも釜山にやってきた。しかし、Ｅはドイツ留学貞仁 同伴する気持ちはもはや薄れてい 家に戻った貞仁は、妹に頼んでＥに手紙を出すのだが、Ｅはすでに心変わりをしたので冷たい返事しか返っ 来なかっ まもなく妊娠していることに気づ た貞仁は、Ｅ 妾でもいいからドイツ留学に同伴 くれるようにと、手紙を出すのだが、Ｅの態度はあくまでも冷淡だった。貞仁 Ａとの結婚式が近付たが、妊娠ももはや隠せない事実 なっていた。貞仁はＡが自分を許して れることだけを祈った。その後、貞仁とＡ東京で三週間の新婚旅行を終えて大邱に新居を構えた。新婚旅行の途中、Ａ 見せる愛情に心を動かされ、貞仁は生れて初めて後悔というものをした。だが、偽善の上で始まったこの結婚は七十五日 ピリオドが打たれた。妊娠が発覚し、ま



















だと心の中で君に苛まれる時も果てた。君と一緒にこの地球の上にいながら姿を隠すのか、あるいはあの世に姿を隠すのか、そん 事は詮議してくれるな。縦令詮議した所で無駄だ、僕が姿を隠した後に、君はこの置手紙一つ以外の外は何物も見出さ いだろうから。 （中略）
姿を隠す前に、僕は君の恋人であり、僕の妻であるＭ






















讐を決意する。その結果、Ｍ子はヒステリーに陥り 発狂するのである。この部分は「除夜」で 貞仁が他の男の子供を身ごもったままＡと 結 を強行したことが明るみになり、Ａは苦しんだあげく貞仁を実家へ帰すことにする。つまり、両作品とも結婚に終止符が打たれる原因が 女性側の不貞である点が一致していると言える。
そして結末部では、 両作品ともそれぞれ「凡て 終わっ 」




婦型の女」として描かれるＭ子の性質は、そのまま「淫蕩な気質で娼婦的な不倫を犯した」貞仁 に置きかえられている。しかも、この「娼婦型の女 の性に対する執着は貞仁の自由奔放な男性遍歴を際立たせる仕掛けとなっている。次の文は貞仁の「娼 」の性質がよく表現されている場面である。
「私の前に集まってくる色とりどりの青年たちの群れ
は、宝石店のショーケースの前に立った婦人よりも、私にとってはもっと輝いて、満足に見えました。 （中略）はめたければどれでもはめられるし、はめたくなければ一つも手をつけなくてもよかったのです」 （ 「除夜」七二～七三頁、拙訳）
つまり、 「石にひしがれた雑草」のＡにとって「娼婦型の女」





























とする日本の女性運動に刺激され、留学生会の機関誌を通じて女性の自我を主張し、儒教道徳における男尊女卑思想を批判し男女平等論を展開して注目を集めた。帰国後も、封建的価値観から女性を救い出す運動を展開するなど、女性の地位向上のために活動し、社会的に期待された。しかし、そうした運動をしたのはごく一部の女性であって、多くの新女性たちは世間や周囲の期待とは裏腹に仕事に就くこともな 、中 は派手な男性遍歴を繰り返す女としてジャーナリズムを賑わす、いわば時代の「トラブルメーカー」とされて た。新聞や雑誌 さらに小説では伝統的なモラル 捉われず自分 意志で生きる新女性を連日のように取り上げ、その生き方を批判し が、とりわけ廉想渉をはじめとする留学帰りの男性作家は新女性の生き方に対して厳しいまなざしを送っていた。
前節で見てきたように、廉想渉の描く「除夜」のヒロイン
の貞仁は、日本に留学したエリートであるにもかかわらず、帰国後、ろくに仕事もせずひ すら結婚にこだわり、その過程で不倫や姦通、裏切りを繰り返す、いわゆる性的に奔放な女に造型されている。 「除夜」だけ な 。金東仁 「心









女性を家庭に押し込めようとする当時の社会的風潮がそうさせたのである。 廉想渉たちもそうした事情をよく知っていた。だからこそ、当時の韓国社会が求めていた理想的な女性像、すなわち対等なパートナーと て家庭を築き、子供 教育に努める良妻賢母とは正反対 女性像を通して、結婚以外に選択肢のない新女性の置かれた現状を浮き彫りにしたのであるが、その際、彼らがモデルにしていたのがほかならぬ有島の描き上げたヒロインたちである。
『或る女』の葉子、 「石にひしがれた雑草」のＭ子、 「宣言」













孫といってもおかしくな 幼い女学生上がりまでい そうです。しかし、私 母も決して貞淑な婦人 は かったです。 （中略）ともかく が彼ら 娘である事実を忘れてはなりません。 （中略） 嗚呼、 私 私 児 す。 （中略）私は姦夫姦婦が作り出 た醜い肉の塊というわけです。 （中略）小さい時から見慣れ 濃厚な色彩は 感情を体質以上に早熟にさせ した もう一度言うと 家
1（
庭の空気がまさしく私の雰囲気であったことを看過してはなりません。 （中略）いまいましい崔家の血！ああ！（ 「除夜」六八～六九頁、拙訳）















































になるでしょうし、Ｂと夫婦関係を持続する間は、またＢに対して貞淑な妻になればいいのではないでしょうか。Ａ もはや少 も愛着を感じないならＡとの夫婦関係を持続す ことこそ、かえって姦淫です。 （ 「除夜」七五頁、拙訳）
貞仁にとって男女間の恋愛は愛に支えられている。がしか
し、相手は必ずしも一人とは限らない。ここで言う恋愛は、霊と肉を同格にしたものである。貞仁のこのような恋愛観は愛より情念が先走った時、崩れて行くのである。ＰとＥとの関係がそうであり、Ｅから見放さ た時、虚栄心のあまり、Ａとの結婚を決心すること よる その虚栄心は「新女性」として留学することだった。ここで彼女の自由恋愛に対する誤解が生じていると考えられ 。口では愛に基づく霊と肉を同格した恋愛と言 つつも、自分の虚栄心を満たすためにＥとの恋愛を利用しようとしているのである。
Ｅの学職、名声、風采が気に入らないということでは
ないです。離婚が成立するように願わないということでもないです。しかし何より逃してはならないこ は、ドイツ留学の計画で た。 もしもドイツまで行けなくても、とにかく洋行さえ ればよかったで 。学問も学問ですが、日本に行くだけ は、到底私の虚栄心が満たされかったからです。 （ 「除夜」八二頁、拙訳）
そして、それがうまく行かなくなった時、Ａとの結婚を受
け入れるのである。貞仁のこのような大胆な行動は、彼女一人に限ら た問題ではかった。 作品の中でも貞仁のような新女性に対す 批判があちらこちらに見られる。
Ｙのような女は結婚した後まで、夫が留学する間に、


















































































































































































































































































































































































































































































































































































九月から 三四 四 は、一九二六年二月号で
「婦人
職業問題」
という特集を組み、女学校を卒業しても
「行く
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
」、「
金
の
な
い
境
遇
」、「
一
人
で
生
活
が
出
きるようになれば
、「嫁に行けといわんばかりの親」
と訴
える女学生の投稿を紹介している。
また、
京城（現ソウル）
にある進明女学校の一九二四年度卒業生四八五名のうち、職に就いた女学生は、学校教員 七名、外 留学十四名、銀行会社事務二名に過ぎず、
その他の卒業生は家事手伝い
であるという 実を紹
介している。
（
（（）小坂晋、前掲書（註
1（）一六六頁。
（
（（）有島は、一九一六年三月 八日、Ｈ・エリスの
『性心理
学の研究』
を読み終えた後、日記に
「多くの知識と示唆を
与
え
ら
れ
た。
性
生
活
に
お
け
る
女
性
の
心
理
や、
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
性
本
能
と
の
間
の
関
係
な
ど、
い
く
つ
か
の
事
実
を
学
ん
だ。
こ
れ
は
う
ま
く
扱
え
ば
稀
に
見
る
文
学
作
品
に
仕
上
が
る
だ
ろ
う。
『
或
る女のグリンプス』
を書き換えるのに有用な点が数々得ら
れた。
」
と記している。
「観想録」
第十五巻
︹訳︺
」（『有島武郎
全集第十二巻』
四五九頁。
（
（（）金東仁の
『金妍実伝』
（一九三九）の中でも性的に放縦な
父と妾の母と 間に生まれた主人公が、
その悪い環境のゆ
えに貞操観念が薄いとされている。
（
（（）
崔
ヘ
シ
ル『
新
女
性
た
ち
は
何
を
夢
見
た
の
だ
ろ
う
か
』（
考
と
木、二〇〇〇年）三三七頁。
（
（（）崔ヘシル、前掲書 註
（（）三六七頁。
（
（0）鄭明煥
「廉想渉とゾラー―性に関する見解を中心に」
（権
ヨンミン編『
廉想渉文学研究―廉想渉全集別巻』民音社、
一九八七年）三二五頁。
（
（1）林蚩出
「俗恋愛は反対」
（『ソウル』
一九二〇年四月号）但
し、金ジンソン
『現代性の形成―ソウルにダンス・ホール
を許せよ』
（現実文化研究。
二〇〇三年、
二九〇頁）に収録。
（
（（）安川定男
『有島武郎論』
（明治書院、
一九六七年）七八頁。
